
第８期（第１回）亀田地区公民館運営審議会 

 

次 第 

 

日時：令和 3 年 8 月 4 日（水） 

午後 1 時 30 分 ～ 

会場：亀田地区公民館  

多目的ルーム１・２ 

 

 

１ 開 会 

 

 

  ２ 館長あいさつ 

 

 

  ３ 委員及び職員自己紹介 

 

 

  ４ 議長・副議長選出 

    ※議長・副議長あいさつ 

 

 

  ５ 議事・報告事項 

（１）令和２年度事業報告（事業評価）について 

      ①亀田地区公民館   資料１－１ 資料１－４ 資料１－５ 

      ②曽野木地区公民館  資料１－２ 資料１－６ 資料１－７ 

      ③横越地区公民館   資料１－３ 資料１－８ 

 

（２）令和３年度事業計画について 

      ①亀田地区公民館   資料２－１ 

      ②曽野木地区公民館  資料２－２ 

      ③横越地区公民館   資料２－３ 

 

   （３）その他 

 

 

６ 閉 会 



第８期 亀田地区公民館運営審議会委員 

（任期：令和３年４月１日～令和５年３月３１日） 
     

氏名 フリガナ 所属・役職・職業 区分 新任・継続 

阿 部 菜 月 ｱﾍﾞ ﾅﾂｷ 亀田東児童館 館長 家庭教育関係者 新 

植 木 京 子 ｳｴｷ ｷｮｳｺ 横越語り部サークル 代表 社会教育関係者 継 

遠 藤 由 美 ｴﾝﾄﾞｳ ﾕﾐ 元江南区教育支援センター 指導主事 社会教育関係者 継 

齋 藤 真 人 ｻｲﾄｳ ﾏｻﾄ 亀田東小学校 PTA 会長 地区代表 新 

斎 藤   裕 ｻｲﾄｳ ﾕﾀｶ 新潟県立大学人間生活学部 教授 学識経験者 継 

坂 井 幸 恵 ｻｶｲ ﾕｷｴ 曽野木地区公民館 企画委員 社会教育関係者 継 

塚 野 義 孝 ﾂｶﾉ ﾖｼﾀｶ 亀田中学校 校長 学校教育関係者 継 

弦 巻 真里枝 ﾂﾙﾏｷ ﾏﾘｴ 曽野木地区公民館活動団体 会員 社会教育関係者 継 

戸 田 道 治 ﾄﾀﾞ ﾐﾁﾊﾙ 横越小学校 校長 学校教育関係者 継 

横 木 春 三 ﾖｺｷ ﾊﾙｿﾞｳ 両川地区青少年育成協議会 会長 社会教育関係者 継 

 



重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R02
決算

（千円）

開
設

数 対象 回数 時間 開催月
募集
人数

応募
人数

参加
者数

延参
加数

連携・共催
（特記事項）

1
コミュニティ・コーディネー
ター育成講座

地域の課題解決に対する取り組みの中心的役
割を担うコミュニティ・コーディネーターを育成
「防災」をテーマにした講座と体験学習

210 210 1 総合 2 午後 1～2 30 25 25 41
江南区地域総務課
NPO法人プラスアーツ
曽野木・横越地区公民館

2
子ども夏まつり
in KAMEDA

亀田地区青少年育成協議会と連携し科学に関
する工作体験活動

－ － 少年 午後 8
亀田地区青少年育成協議会
※育成協予算
※新型コロナのため中止

3
学校連携事業
【公民館出前】大淵小
「おおぶち学びの部屋」

学校へ出向き、空き教室等を利用した講座 16 1 総合 2 午前 10 10 10 10 18
大淵小学校
地域教育コーディネーター
企画会議：1回（2人参加）

4
学校連携事業
【公民館出前】亀田中
「北欧のオーナメントづくり」

学校へ出向き、空き教室等を利用した講座 50 7 1 成人 1 午前 12 5 5 5 5
亀田中学校
地域教育コーディネーター

5
学校連携事業
【公民館出前】亀田小

学校へ出向き、空き教室等を利用した講座 0 成人
亀田小学校
地域教育コーディネーター
※新型コロナのため中止

6
地域連携事業
【早通小・お楽しみ会】

地域主体で学校や地域の施設を使って行う子
どもと地域住民の体験活動と世代間交流

6 0 総合 午後 8
早通小学校区コミュニティ協議
会・早通小学校※コミ協予算
※新型コロナのため中止

２．家庭における教育力
向上を支援する事業 7

プレママパパ講座
【安産教室連携】

妊娠中の親が安心して子育てができるようにな
るための講座

29 23 3 成人 3 午前
9・12・

3
48 60 56 56

江南区健康福祉課
※新型コロナのため6月分中止

乳児期の家庭教育における課題を学び合う講
座

成人 午前 6～7

保育 乳児 午前 6～7

乳児期の家庭教育における課題を学び合う講
座

1 成人 5 午前 1～2 20 17 12 50

保育 1 乳児 5 午前 1～2 10 15 12 39

10
乳児期家庭教育
【ゆりかご学級２、４期】
～特別編～

上記講座の父親参加型 30 20 1 総合 1 午後 3 24 18 16 16
※ゆりかご学級２期分は新型
コロナのため中止

11
乳児期家庭教育
「大人の絵本時間～自分
らしさを見つめる」

ゆりかご学級２期中止に伴う代替講座 － 16 1 成人 1 午前 10 20 4 3 3

12 家庭教育講演会
公民館出前講座
(学校・コミ協・保育園・企業等と連携実施)

48 28 2 成人 2 午前
9
3

55 23 23 43 亀田東児童館

13 カムかめねっと編集 子育て情報誌の編集 26 14 1 成人 8 午後 通年 － － 4 29 編集ボランティア（７人）

14 プチプチひろば ０歳児と保護者のための居場所 12 12 1 総合 2 午前 11 － 18 18 18
毎月第２・４火曜日開催
ボランティア（４人）
※新型コロナのため11月のみ開催

３．青少年の生きる力を育
む事業 15 中・高校生向け学習室 第2・第4土曜日に学習室を開放 3 3 1 少年 20

午前
午後

7～3 － － 87 87
※新型コロナのため4月～6月
まで中止

16
学習室【夏休み・春休み】
（音楽室解放含む）

夏休み、春休み期間中の学習室及び音楽室開
放

2 2 3 少年 58
午前
午後

7～8
3

－ － 221 221

17 子ども体験教室
ものづくりや各種体験を通じて、コミュニケー
ションの大切さなどを学ぶ教室

31 13 2 少年 2 午前
8
11

31 58 30 30
新潟大学工学部
新潟大学学生

18 親子体験教室
子どもたちの豊かな情操を育むために、親とと
もに取り組める各種体験活動を提供する教室

26 17 1 総合 1 午前 9 40 24 24 24
オンラインによる参加者1組（2
人）

４．高齢者の学習や社会
参加を支援する事業 19

福寿大学
※R3年度～自主運営

高齢者の自主活動の支援、生きがいを見出す
講座

50 50 6 高齢者 90
午前
午後

通年 － 152 152 1,565 福寿大学運営委員会

５．現代的課題・社会的課
題を探り，解決を支援す
る事業

20
活動協力員実施事業
「VIM体操”世界一の名医
はあなた自身！”」

現代的課題の解決に向けた学習
※活動協力員による企画実施事業

45 23 1 成人 2 午前 1 15 15 12 22 亀田地区公民館活動協力員

21 大人の教養講座
現代的・社会的課題について図書を使って学
びあい、参加者同士の交流を図る講座

23 18 1 成人 3 午前 7 20 22 20 53 亀田図書館

６．その他
22

江南区文化会館合同事
業
たまてKOBU

公民館・図書館・郷土資料館との連携事業を行
うことで、利用者の拡大と交流を図る事業

15 0 総合
午前
午後

6
江南区文化会館、亀田図書
館、江南区郷土資料館
※新型コロナのため中止

23 かめだ音楽祭 合唱・演奏団体の発表会 30 0 総合
午前
午後

11
かめだ音楽祭実行委員会
企画会議：1回（15人参加）
※新型コロナのため中止

24 亀田地区市民文化展 作品展示・茶席ほか 118 108 1 総合 1
午前
午後

11 － － 385 385
亀田地区市民文化展実行委
員会、江南区健康福祉課
企画会議：4回（延26人参加)

25 公民館体験学習 亀田地区公民館利用サークルの体験学習 － － 1 総合 23
午前
午後
夜間

3 － － 65 65 公民館利用団体

1,161 783 31 － 232 － － 328 466 1,180 2,770

重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R02
決算

（千円）

開
設

数 対象 回数 時間 開催月
募集
人数

応募
人数

参加
者数

延参
加数

連携・共催
（特記事項）

１．人づくり、地域づくりを通し
た地域コミュニティ活動の活
性化を支援する事業

1 大江山地域学習会
大江山地区の歴史を見つめ直すことで、地域
の宝を再発見し、後世への継承と地域活性化
を図る学習会

36 36 1 総合 1 午後 R3.4
大江山コミュニティ協議会
大江山地域学習会
※R3年度に実施

６．その他
2 文化とスポーツの祭典 作品展示、芸能発表、各種スポーツ大会 － － 総合

午前
午後

11 － －
大江山コミュニティ協議会
※新型コロナのため中止

36 36 1 － 1 － － 0 0 0 0

令和２年度　公民館事業報告

亀田地区公民館
〔R03.03.31現在〕

１．人づくり、地域づくりを
通した地域コミュニティ活
動の活性化を支援する事
業

8
乳児期家庭教育
【ゆりかご学級２期】

204 0
※新型コロナ感染防止のた
め、新潟市として３期まで中止

大江山公民館
〔R03.03.31現在〕

合　　　計

9
乳児期家庭教育
【ゆりかご学級４期】

203 203

合　　　計

資料１－１

：新規事業 ：代替事業 ：中止事業



重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R02
決算

（千円）

開
設

数 対象 回数 時間 開催月
募集
人数

応募
人数

参加
者数

延参
加数

連携・共催
（特記事項）

地域住民や地域で活動する団体との連携によ
り、身近な課題から、助け合いと思いやりのある
地域を目指した事業を展開する。

3 午後 40 25 25 25

企画会議 3 午前 - - 2 5

2
てづくり楽校
（そのきサンタ）

小・中学校の教育コーディネーターと協議
し事業内容を決める。

0 0 1 総合 - 午前 12月 - - 351 351 企画委員２人

乳児期のこころと身体の発達について考え
る

5 午前
5月～
6月

30 - - -

保育 5 午前
5月～
6月

20 - - -

幼児期のこころと身体の発達について考え
る

3 午前 11月 8 9 8 23

企画会議 2 午前
9～10

月
- - 2 4 企画委員２人

5
子育てサロンぽっかぽ
か

親子の居場所と情報交換 0 0 1 総合 11 午前
4月～
3月

- - 16 16

6 保育者交流会 保育者との情報交換 0 0 1 成人 1 午前 9月 - - - - ※新型コロのため中止

きもだめし大会をとおして、他の学校や異学年
の児童とのふれあいの場と仲間づくりの機会と
する。

0 少年 1 夜間 7月 - - - -

企画会議 0 総合 1 夜間
6月～
7月

- - 12 12

8
そのキッズ
バルーンアートショウ

ゴム風船を使って作品を作る 8 1 少年 1 午後 8月 30 33 31 31

9
そのキッズ
映写会

異年齢との集団行動を通し社会性や想像
力を養う

0 1 少年 3 午後 8月 115 112 112 112

10 子どもの居場所
地域の子どもたちに家庭・学校以外に活動ので
きる場を設け、学習したり、会話を楽しんだり、
遊んだりする場

0 0 1 少年
午前
午後

通年 - - - 371

11 学習室解放事業 子どもたちの自主学習の場所を提供. 0 0 1 少年
午前
午後

通年 - - - 372

４．高齢者の学習や社
会参加を支援する事業

12
高齢者いきいきセミ
ナー

高齢者がいきいきと楽しく学べるもの（太極
拳）

38 31 1 高齢者 4 午前
9月～
10月

30 33 28 105

13 そのき市民学級
現代的課題とタイムリーな話題を取り上げ
学習する

70 46 1 成人 5 午前
8月～
12月

45 42 37 178 実行委員2人

人権講座として一人ひとりが生きやすい社会の
実現を考え解決策を探る。

2 午前 12月 20 20 24 43

企画会議 3 午後
4・9・11

月
- - 4 11 企画委員　４人

洋楽器、コーラスの発表 1 午後 7月 - - - -

企画会議 1 夜間
5月
7月

- - - -

作品展示・音楽芸能発表会 1
午前
午後

10月 - - - -

企画会議 1 夜間
7月・
11月

- - - -

662 183 18 － 57 － － 338 274 652 1,659

重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R02
決算

（千円）

開
設

数 対象 回数 時間 開催月
募集
人数

応募
人数

参加
者数

延参
加数

連携・共催
（特記事項）

５．現代的課題を探り，
解決を支援する事業

1 両川元気塾
もっと自分が好きになる
ゆるゆるリンパケア＆太極拳

16 18 1 総合 2 午前 2月 20 16 16 30

作品展示、チャリティバザーなど 1
午前
午後

11月 - - 123 123

企画会議 2 午後
6月・11

月
- - 6 11

16 18 2 － 5 － － 20 16 145 164

令和２年度　公民館事業報告

曽野木地区公民館
〔R03.03.31現在〕

1 そのきコミット 28 11 3 総合１．人づくり、地域づくり
を通した地域コミュニ
ティ活動の活性化を支
援する事業

１～3月
公民館活動協力員・コミュ
ニティ協議会

２．家庭における教育
力向上を支援する事業

3
乳児期家庭教育学級
（ゆりかご学級）Ⅰ期

170 0 1 成人 ※新型コロのため中止

※新型コロのため休止

4 幼児期家庭教育学級 166 42 1
成人

乳幼児

３．青少年の生きる力を
育む事業

7
そのキッズ
子どもきもだめし大会

17

1

成人

６．その他

15
そのきミュージックフェ
スティバル

0 0 1 総合

５．現代的課題・社会的
課題を探り，解決を支
援する事業 14 共生セミナー 173 45 1

中止

16 曽野木地区文化祭 0 0 1 総合 中止

総合 文化祭実行委員　6人

合　　　計

両川公民館
〔R03.03.31現在〕

６．その他 2 両川地区文化祭 0 0 1

資料１－２

：新規事業 ：中止事業



重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R02
決算

（千円）

開
設

数 対象 回数 時間 開催月
募集
人数

応募
人数

参加
者数

延参
加数

連携・共催
（特記事項）

1
横越地区親善スポーツ大
会

ソフトバレーボールを通じて、地域の連帯意識
の向上と親睦を図る

－ 0 総合
午前
午後

6 －
横越コミュニティ協議会
横越スポーツ振興会、自治会
※新型コロナのため中止

2
よこごしふれあいウォーク
2020

横越地区内のポイントをつなぐウォークにより、
地域を知りながら親睦を図る

62 28 総合
午前
午後

9 －
自治会、育成協
横越コミュニティ協議会
※新型コロナのため中止

3 文化祭
横越地域で活動している市民の作品展示およ
びイベント

195 0 1 総合 1
午前
午後

10～11 － － 209 209

4 新春俳句大会 発表会と親睦を兼ねた俳句会 22 22 1 成人 1 午前 2 － 15 12 12
俳句サークル　かはづの会

5 地下道清掃
横越出張所付近の地下道や街灯を地域団体
等で清掃する

－ 7 1 総合 1 午前 10 － 40 40 40
横越小・中学校、コミ協、JA,ラ
イオンズクラブなど

6 苔から学ぶ自然の治癒力
苔を通して自然の治癒力を知り、苔アートを通
じて仲間づくりをする

－ 32 1 成人 2 午後 7 15 21 20 38

２．家庭における教育力
向上を支援する事業 乳児期の子どもの発達や家庭教育の重要性を

学ぶ
成人 午前 9～10 30

※新型コロナのため中止

保育 乳児 午前 9～10 20
※新型コロナのため中止

8
乳児期家庭教育学級
【ゆりかご学級代替事業】

乳児期の子どもの発達や家庭教育の重要性を
学ぶ

－ 17 1 成人 1 午前 10 8 5 5 5

幼児期の子どもの発達や家庭教育の重要性を
学ぶ

1 成人 3 午前 6～7 20 4 4 24

保育 乳幼児 午前 6～7 12
※新型コロナのため中止

児童期の子どもの発達や親子のコミュニケー
ションの重要性・スキルを学ぶ

1 成人 4 午前 10～11 20 17 17 59

保育 乳幼児 午前 10～11 10
※新型コロナのため中止

11
児童期家庭教育学級
（公開講座）

児童期の子どもの発達や親子のコミュニケー
ションの重要性・スキルを学ぶ

－ 29 2 成人 2
午前
午後

3 70 35 34 34

12 子育てひろば
乳幼児の親子の交流、親子遊び、絵本の読み
聞かせ

73 65 9 総合 9 午前 9～3 － － 57 57
イベント時に募集あり
※4～8月まで新型コロナ、
1月大雪のため中止

３．青少年の生きる力を
育む事業 13 子ども体験活動

小学生対象の夏・冬休み時に実施する体験事
業

91 62 5 少年 5
午前
午後

8 65 62 62 62
新潟市文化スポーツ部文化
創造推進課※冬休みは新型
コロナのため中止

14 子ども映写会 ＤＶＤ上映 － 0 総合 午前 8・3 －
※新型コロナのため中止

４．高齢者の学習や社会
参加を支援する事業 15 いきいきセミナー

生きがいと教養を身につけ、社会参加を支援
することを目的とする

83 0 1 高齢者 3
午前
午後

1 15 19 15 45

16 アマビエを彫る
自分でアマビエを彫ることにより、自己達成感
を持つ

－ 21 2 高齢者 4 午前 9 10 19 19 38
応募多数のため、追加開催

５．現代的課題・社会的課
題を探り、解決を支援す
る事業

男女の役割を見直し、生活技術を身につける。
地域の仲間づくり推進とコミュニケーション能力
を身につける

1 成人 4 午前 11～12 20 20 20 72

保育 乳幼児 午前 11～12 10
※新型コロナのため中止

18 女性セミナー
コロナ過の中での女性が陥りやすいケア役割
について考える

－ 41 1 成人 2
午前
午後

3 20 12 12 25
2回目は公開講座とし、ほか
10人募集

19 新潟ラベンダー物語
アロマを通して公民館の事業に興味を持っても
らい、今後の生活にアロマを活かしていく

－ 23 1 成人 3 午後 11～12 15 17 17 47

20 学習室開放 学習のため学習室を開放 － － 1 総合 317
午前
午後

通年 － － 1,678 1,678
※新型コロナのため休館期間
中止（4/23-5/17)

1,040 398 27 － 362 － － 315 257 514 695

令和２年度　公民館事業報告

横越地区公民館
〔R03.03.31現在〕

１．人づくり、地域づくりを
通した地域コミュニティ活
動の活性化を支援する事
業

合　　　計

7
乳児期家庭教育学級
【ゆりかご学級３期】

178 0

9 幼児期家庭教育学級 113 26

10 児童期家庭教育学級 92 0

17 女性セミナー 131 27

資料１－３

：新規事業 ：代替事業 ：中止事業



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞
　コミュニティコーディネーター育成講座は令和３年度
が最終年となるため、ボランティアの仕組み作りを期
待します。

＜コメント＞
　コロナ禍で外出できない保護者も増えているため、
その人たちに届けられような方法の検討もお願いしま
す。

＜コメント＞
　講師の協力でオンラインによる事業実施を取り入れ
ることができたことは、非常にいい経験でした。公民
館側のスキルアップが必要と感じました。

＜コメント＞
　自立に向けて３年間の準備期間を経て、令和３年
度から自主運営へ移行となります。

3 15 1 1

Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1

Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ

館長
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ

3

　学校連携事業は学校の方針があるため、地域教育
コーディネーターと連携を取り合う必要がある。

　コロナの状況によっては、保育付き事業の実施の
有無、オンラインを取り入れた事業実施の方法等の
検討が必要である。

　学生との事業について、今後は互いのスケジュー
ルの共有、役割の明確化、経験の蓄積により、さらに
効果的な実施にする必要がある。

　特になし

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

効 率 性
（平均値）

4
オンラインでの実施 効 率 性

（平均値）
4

令和３年度より自主運営に移
行

効 率 性
（平均値）

3.7
例年に比べコロナ対策で時間
や費用がかかった

効 率 性
（平均値）

3.8
コロナ対策で費用対効果は下
がっている

有 効 性
（平均値）

3.3
大学生による実施は互いに効
果的だった

有 効 性
（平均値）

4
令和３年度より自主運営に移
行

有 効 性
（平均値）

4
特にコミュニティコーディネーター育成
講座は連携、認知度が高い

有 効 性
（平均値）

3.6
コロナ禍ではより一層集い、話
す場として有効である

3
令和３年度より自主運営に移
行3.8

コロナ禍ではより一層集い、話
す場が必要である

必 要 性
（平均値）

4
学校、家庭ではできない体験
は今後も継続が必要である

必 要 性
（平均値）

コメントコメント 評点 コメント 評点

評点

評点 コメント 評点

必 要 性
（平均値）

3.3
地域と繋がるためにも必要で
ある

必 要 性
（平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

ゆりかご学級（文集
作成）
子育て情報を発刊

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

（大淵）児童に指導助
手 その他成果

（品）及びそ
の活用等

80% －
アンケート未実施情報誌発刊、子育て

サロン除く
受講者の気
づき（平均値）

80% 100%
子ども体験教室
親子体験教室

受講者の気
づき（平均値）

受講者の気
づき（平均値）

80% 84%
全講座 受講者の気

づき（平均値）
80% 91%

アンケート未実施
80% 100%

子ども体験教室
親子体験教室

受講者の満
足度(平均値）

80% －
受講者の満
足度(平均値）

80% 90%
全講座 受講者の満

足度(平均値）
80% 94%

情報誌発刊、子育て
サロン除く

受講者の満
足度(平均値）

－
企画委員
希望者数

－
企画委員
希望者数

11
コミュニティコーディ
ネーター育成講座

企画委員
希望者数

－
企画委員
希望者数

－ 1
ゆりかご学級（乳児
期）

サークル
結成数

- －
サークル
結成数

－ －
サークル
結成数

コメント 目標値 結果 コメント

サークル
結成数

－ －

目標値 結果 コメント 目標値 結果

成果

目標値 結果 コメント

　地域課題・社会的課題をテーマに地域住民等によ
る学習機会を提供し、地域コミュニティづくりの推進と
人材育成の支援を行う。

　家庭教育の自主性を尊重しながら、乳児期・幼児
期・児童期等の子を持つ親に学習機会を提供すると
ともに仲間づくりの支援を行う。

　体験学習を通した異学年交流を積極的に展開し、
青少年の健全育成を図る。

　超高齢化社会を迎える中で、高齢者自らが生きが
いや教養を身につけ地域社会に共存できるよう支援
する。

１　事業

・福寿大学

３　事業

・コミュニティコーディネーター育成講座
・学校連携事業（大淵小）
・学校連携事業（亀中） ７　事業

・家庭教育学級（３）
<プレ、乳児、特別編>
・乳児期代替事業
・家庭教育講演会
・情報誌発刊　　・子育てサロン

４　事業

・中高生向け学習室
・学習室【夏休み・春休み】
（音楽室開放含む）
・子ども体験教室
・親子体験教室

令和２年度 事業評価シート（亀田地区公民館） 総事業数（１９） １．コミュニティ（３）　２．家庭教育（７）　３．青少年（４）　４．高齢者（１）　５．現代的課題（２）　６．その他（２）

１　地域コミュニティ活動の活性化支援事業 ２　家庭教育力向上の支援事業 ３　青少年の生き抜く力を育む事業 ４　高齢者の学習支援や社会参加促進事業

資料１－４



重点名 江南区運営審議会　委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞
　複合館の可能性は、引き続き、連携先との振り返り
を活かすなどして、次回の実施に繋げてほしい。

＜コメント＞
　コロナ禍にあって、作品を発表したいという気持ち
や新しく何かを始めたいという気運を事業に繋げるよ
う期待します。

2 2

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ

館長
評価

　コロナ禍では、特に内容が健康面に偏りがちだが、
他にニーズがないかの検討も必要である。

　市民文化展は参加団体の自主性が重要であり、今
後も協力体制を維持できるよう、参加団体への働き
かけが必要である。。

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

効 率 性
（平均値）

4
効 率 性
（平均値）

3.5
感染症対策に多くの時間が費
やされた

必 要 性
（平均値）

3.5
市民の多様な学習の機会に
繋がる

必 要 性
（平均値）

評点

評点 コメント

有 効 性
（平均値）

3.5
連携を取ることでお互いの強
みを活かすことができた

有 効 性
（平均値）

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が、教育ビジョンや公民館の基本方針等に
合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の狙いや対象者を見直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合、支障がある
【有効性】
　１．事業の達成度は満足できる
　２．目標に対して、事業の対象者や内容は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．事業の成果に対して、費やした労力は適当だった
　２．事業の成果に対して、費やした時間は適当だった
　３．事業にかけた事業費は適当だった
　４．参加者の負担額は（無料の場合も含め）適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

評点 コメント

3.5
参加者の生きがいに繋がって
いる

3.5

Ｃ Ｄ

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

活動協力員実施事業
大人の教養講座

受講者の気
づき（平均値）

80% －
アンケート未実施受講者の気

づき（平均値）
80% 72%

80% －
アンケート未実施受講者の満

足度(平均値）
80% 93%

活動協力員実施事業
大人の教養講座

受講者の満
足度(平均値）

亀田地区市民文化展企画委員
希望者数

活動協力員実施事業 企画委員
希望者数

6

サークル
結成数

サークル
結成数

－ －

コメント 目標値 結果 コメント目標値 結果

－ －

4

成果

　暮らし、生きがいをテーマに講座を実施し、これから
の生きがいづくりを支援する。また、複合施設の特性
を活かし世代間交流や仲間づくりの場を提供する。

２　事業

・活動協力員実施事業
・大人の教養講座

２　事業

・亀田地区市民文化展
・公民館体験学習

・ゆりかご学級第２期の代替事業で、オンラインを活用していた
が、引き続き活用について検討していってほしい。また、第２期の
受講対象者がつどって、話し合える場や仲間づくりができる場を提
供していってほしい。
・家庭教育学級では、目的に応じて、母子分離で実施するのか一
緒にするのかを判断して、参加しやすい講座にしてほしい。
・人材育成等の面でコミュニティ協議会との連携を進めてほしい。
・公民館が届けたい内容と受講者が受けたい内容が合致しない部
分をどうやって探っていくかがポイントであり、公民館や公民館に
関わる人だけでなく、その周りの人も取り込んでいけば講座等の
内容が充実するのではないか。
・子どもを取り巻くＳＮＳやゲーム依存の問題は、学校だけでは解
決できないため、地域住民も含め、子どもから大人まで参加して、
意見を言い合える場を公民館でつくってはどうか。
・子どもを初めて育てるパパとママに子育ての楽しさ、子どもを授
かったことのありがたさを学んでもらいながら、子どもの成長ととも
に親の成長も見守り、育児をほめてあげるような場面がたくさんあ
ると、子育てに自信が持てるのではないか。
・公民館の事業の企画や運営に時間的に余裕のある元気な高齢
者の協力が得られるよう宣伝していくといいのではないか。

５　現代的課題を探り、解決を支援する事業 ６　その他



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

令和２年度 事業評価シート（大江山公民館） 総事業数（０） １．コミュニティ（０）　２．家庭教育（０）　３．青少年（０）　４．高齢者（０）　５．現代的課題（０）　６．その他（０）

１　地域コミュニティ活動の活性化支援事業 ２　家庭教育力向上の支援事業 ３　青少年の生き抜く力を育む事業 ４　高齢者の学習支援や社会参加促進事業

　事業

・大江山地域学事業

　事業 　事業 　事業

　大江山地区の歴史を見つめ直すことで、地域の宝
を再発見し、後世への継承と地域活性化を図る。

成果

目標値 結果 コメント 目標値 結果 コメント 目標値 結果 コメント 目標値 結果 コメント

サークル
結成数

－ －
サークル
結成数

－
サークル
結成数

－
サークル
結成数

－

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80%
受講者の満
足度(平均値）

80%
受講者の満
足度(平均値）

80%
受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%
受講者の気
づき（平均値）

80%
受講者の気
づき（平均値）

80%
受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点

評点 コメント 評点

必 要 性
（平均値）

必 要 性
（平均値）

コメント 評点 コメント 評点 コメント

必 要 性
（平均値）

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

新型コロナウイルス感染防止の観点から、年度内の
事業実施を見送った。

館長
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＜コメント＞
　地域の活性化や次代への文化の継承のための事
業であるため、新型コロナウイルス感染予防策を講じ
たうえで、引き続き実施することが求められる。

＜コメント＞ ＜コメント＞ ＜コメント＞

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

資料１－５



重点名 江南区運営審議会　委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

５　現代的課題を探り、解決を支援する事業 ６　その他

　事業 　事業

・文化とスポーツの祭典

　作品展示、芸能発表、各種スポーツ大会

成果

目標値 結果

－

コメント 目標値 結果 コメント

サークル
結成数

サークル
結成数

－ －

企画委員
希望者数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80%
受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%
受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

その他成果
（品）及びそ
の活用等

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が、教育ビジョンや公民館の基本方針等に
合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の狙いや対象者を見直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合、支障がある
【有効性】
　１．事業の達成度は満足できる
　２．目標に対して、事業の対象者や内容は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．事業の成果に対して、費やした労力は適当だった
　２．事業の成果に対して、費やした時間は適当だった
　３．事業にかけた事業費は適当だった
　４．参加者の負担額は（無料の場合も含め）適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

評点 コメント

評点

評点 コメント

有 効 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

必 要 性
（平均値）

必 要 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

　３密の回避が困難な事業であるため、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止の観点から中止した。

館長
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＜コメント＞ ＜コメント＞
　大江山コミュニティ協議会と事業内容を含め、コロ
ナ禍における事業の在り方について検討すべきであ
る。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止



重点名

事業数

ねらい

改善点

1

効 率 性
（平均値）

4
適当だった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

必 要 性
（平均値）

4
高齢者がいきいきと活動する
種に必要な事業である。

有 効 性
（平均値）

4
参加者の満足度はとても高
い。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 93%

受講者の気
づき（平均値）

80% 68%

サークル
結成数

企画委員
希望者数

１事業 高齢者いきいきセミナー１

目標値 結果 コメント

効 率 性
（平均値）

3
適当だった。

4

必 要 性
（平均値）

4
学校では体験できないことを
体験するために必要。

有 効 性
（平均値）

4
ゴム風船アートを持ち帰ること
ができ満足度は高かった。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 94%

受講者の気
づき（平均値）

80% -
アンケート未実施

2

コメント

サークル
結成数

企画委員
希望者数

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

そのきコミットは今年初めて開催した講座であった
が、初めて公民館事業に参加した人も多く今後も地
域課題の吸い上げや多世代の交流につながる内容
を企画会議で検討し次につなげていきたい。

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3
地域の助け合いや思いやりの
観点から必要。

80% 80%

サークル
結成数

4
企画委員
希望者数

80% 100%
受講者の満
足度(平均値）

目標値 結果 コメント 目標値目標値 結果 コメント

２事業 幼児期家庭学級１・ぽっかぽか１

4

4

今回は、ゆｔりかご学級が中止となり、幼児
期家庭学級は代替え事業としての意義もあ
り重要であった

参加者の満足度は非常に高
い

適当だった。

100%

令和２年度 事業評価シート（曽野木地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（　１１　）

80%

地域コミュニティの活性化を図るために地域住民と連
携し、地域の人を元気にする事業を展開する。

成果

受講者の気
づき（平均値）

１．コミュニティ（２）　２．家庭教育(２）　３．青少年（４）　４．高齢者（１）　５．現代的課題（２）　６．その他（　）

２事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

結果

２　家庭教育力向上の支援事業

80%

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

４事業 体験活動２・子供の居場所１・学習室１

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

4
参加者の満足度は非常に高
い。

効 率 性
（平均値）

4
適当だった。

４　高齢者の学習支援や社会参加促進事業

健康でいきいき暮らしていくための生きがいを見つ
け、楽しい毎日を過ごすためのきっかけづくりをする。

幼児期は、子どもの基本的な人格形成をする上で大変重要
な時間である。このため、子どもの成長、発達の過程を学ぶ
とともに、同じ年齢の子供を持つ親同士や関心のある方と一
緒に学び合うことで子育てにおいての育児不安を軽減する。

３　青少年の生き抜く力を育む事業

様々な活動をとおして、子どもたちの豊かなこころを
育むための事業を展開する。また、異年齢や他校の
子どもたちとの交流の場になるよう支援する。

100%

3

そのきコミット１・てづくり楽校１

１　地域コミュニティ活動の活性化支援事業

＜コメント＞今回は生活習慣病を予防する講座を
行った。来年度も内容を検討し、高齢者がいきいき学
習できるものを提供したい。

今年度はなるべく子どもの交流は行わないような形
で行った。来年度は、曽野木小学校、東曽野木小学
校、両川小学校の子どもたちが交流することができる
ようにしたい。

＜コメント＞学校では体験できないことを体験できた
との感想もあり、次年度も内容を検討しより楽しい事
業を計画したい。

参加申し込み受付から定員に達するまで時間がかか
らず。キャンセル待ちが出るほど好評であった。コロ
ナ対策のため、部屋の定員２分の１を解除できれば
受講者も増加できる。

Ａ Ｂ

＜コメント＞今回は、ゆりかご学級が中止となり、幼
児期家庭学級のみの開催となった、保育の中止もあ
り親子での参加としたが好評を得る結果となり今後
親子での開催も検討課題としたい。

幼児期家庭学級は、保育無しの開催であったが、保
育付きのみではなく親子一緒の回も含む内容も要望
があるため今後検討課題としたい。

Ｃ Ｄ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

コメント

受講者の気
づき（平均値）

館長
評価

評点

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

＜コメント＞今年度からの事業で、曽野木地区の地
域住民やこの地区で活動する団体の連携により世代
や地域を結び付け助け合いや思いやりのある地域を
目指した事業で、今回初めて参加された方もいらして
今後継続していきたい。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2

4

評点

資料１－６



重点名 江南区運営審議会 委員意見

事業数

ねらい

改善点

効 率 性
（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

コロナの対策が取れず中止を決定した。来年度は対
策を検討し実施に向け検討したい。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%

サークル
結成数

企画委員
希望者数

企画会議を開催し、コロ
ナ過では行えないと、中
止を決定した。

2

事業 ミュージックフェスティバル・文化祭

目標値 結果 コメント

効 率 性
（平均値）

4
適当だった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

今回の「始める」からこれにつながる講座を来年度も
計画していきたい。

必 要 性
（平均値）

4
年齢、性別を問わず、区内外
から参加者があり必要な事業
である。

有 効 性
（平均値）

4
参加者の満足度はとても高
い。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%

サークル
結成数

企画委員
希望者数

２事業 市民学級１・共生セミナー１

目標値 結果 コメント

５　現代的課題・社会的課題を探り，解決を支援する
事業

様々な市民のニーズに応えるために多種多様な事
業を展開する。必要課題と要求課題をきちんと把握し
市民にとってより良い事業を実施する。

・子どもを取り巻くＳＮＳやゲーム依存の問題は、学校だけでは解
決できないため、地域住民も含め、子どもから大人まで参加して、
意見を言い合える場を公民館でつくってはどうか。
・子どもを初めて育てるパパとママに子育ての楽しさ、子どもを授
かったことのありがたさを学んでもらいながら、子どもの成長ととも
に親の成長も見守り、育児をほめてあげるような場面がたくさんあ
ると、子育てに自信が持てるのではないか。
・公民館の事業の企画や運営に時間的に余裕のある元気な高齢
者の協力が得られるよう宣伝していくといいのではないか。

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が，教育ビジョンや公民館の基本方針
　　　等に合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の狙いや対象者を見直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある

【有効性】
　１．事業の達成度は満足できる
　２．目標に対して，事業の対象者や内容は適当だった
　３．他機関との連携が図られている

【効率性】
　１．事業の成果に対して，費やした労力は適当だった
　２．事業の成果に対して，費やした時間は適当だった
　３．事業にかけた事業費は適当だった
　４．参加者の負担額は（無料の場合も含め）適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６　その他

成果

＜コメント＞今年度は企画会議において、コロナの対
策が取れず中止を決めた。次年度までに期間がある
ことから、どの様な対策を行ったら開催できるのかを
検討していきたい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞今年度は「ここから始める発達障害の理
解」と題して開催し、障害に対する興味は深まった。
来年はこれにつながる講座を開催していきたい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

評点

館長
評価



重点名

事業数

ねらい

改善点

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）

館長
評価

評点

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

＜コメント＞ ＜コメント＞

Ｃ Ｄ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

１　地域コミュニティ活動の活性化支援事業

＜コメント＞＜コメント＞

Ａ Ｂ

４　高齢者の学習支援や社会参加促進事業３　青少年の生き抜く力を育む事業

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切 ４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

事業

１．コミュニティ（０）　２．家庭教育(０）　３．青少年（０）　４．高齢者（０）　５．現代的課題（１）　６．その他（１）

事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

結果

２　家庭教育力向上の支援事業

令和２年度 事業評価シート（両川公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（　　２　）

成果

受講者の気
づき（平均値）

目標値 結果 コメント

事業

目標値 結果 コメント 目標値

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

コメント

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

受講者の気
づき（平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

事業

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

受講者の気
づき（平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

資料１－７



重点名 江南区運営審議会 委員意見

事業数

ねらい

改善点

評点

館長
評価

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞
展示団体数は少ないが、サークル活動の発表の場と
して文化祭を盛り上げようと頑張っている。今後も楽し
い文化祭を継続してほしい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞
今回の講座は、満足度が非常に高く、今後も地域
ニーズを把握した講座開設を行っていく。

・公民館が届けたい内容と受講者が受けたい内容が合致しない部
分をどうやって探っていくかがポイントであり、公民館や公民館に関
わる人だけでなく、その周りの人も取り込んでいけば講座等の内容
が充実するのではないか。
・子どもを取り巻くＳＮＳやゲーム依存の問題は、学校だけでは解決
できないため、地域住民も含め、子どもから大人まで参加して、意見
を言い合える場を公民館でつくってはどうか。
・公民館の事業の企画や運営に時間的に余裕のある元気な高齢者
の協力が得られるよう宣伝していくといいのではないか。

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が，教育ビジョンや公民館の基本方針
　　　等に合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の狙いや対象者を見直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある

【有効性】
　１．事業の達成度は満足できる
　２．目標に対して，事業の対象者や内容は適当だった
　３．他機関との連携が図られている

【効率性】
　１．事業の成果に対して，費やした労力は適当だった
　２．事業の成果に対して，費やした時間は適当だった
　３．事業にかけた事業費は適当だった
　４．参加者の負担額は（無料の場合も含め）適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６　その他

成果

５　現代的課題を探り，解決を支援する事業

様々な市民のニーズに応えるために多種多様な事業
を展開する。必要課題と要求課題をきちんと把握し、
市民にとってよりよい事業を実施する。

１　事業 両川元気塾

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 100

受講者の気
づき（平均値）

80% 81

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3

参加者が少ない傾向がある
が、継続することに意義があ
る。

有 効 性
（平均値）

4
参加者の満足度は非常に高
かった.

効 率 性
（平均値）

4
適当だった.

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

正しい歩き方を学びウオーキングをするための講座を
開催した。受講生は初めて聞く新しい知識を得ること
ができた。地域ニーズを聞き取った講座開設が必要。

1

１　事業 両川地区文化祭

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 95

受講者の気
づき（平均値）

80%
実施していない

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

Ｄ

必 要 性
（平均値）

4

地域を活性化するために継続
する必要がある。

有 効 性
（平均値）

4
公民館の手から実行委員会へ
とバトンを渡しつつある。

４ 適切　３ 概ね適切　２ やや不適切　１ 不適切

公民館定期利用の参加団体も固定化してきているが
各団体の関係を維持するため継続が必要である。

1

効 率 性
（平均値）

4
コミュニティ協議会の協賛金を
活用しており適当である

Ａ Ｂ Ｃ



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 1

有 効 性
（平均値）

4
講師や団体との連携により、
効率的な事業に繋がった

効 率 性
（平均値）

4 最小限の経費で実施した

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.5
高齢者の仲間づくりの場とし
て、継続が必要である

受講者の気
づき（平均値）

80% 75%
全事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

新潟医療福祉大学の
学生と高齢者とのふ
れあい

企画委員
希望者数

3
いきいきセミナー

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
全事業

Ｄ

２事業
いきいきセミナー、アマビエを彫る

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

－ －

有 効 性
（平均値）

4 中学生との交流に繋がった

効 率 性
（平均値）

4 最小限の経費で実施した

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
学年・世代を超えた交流の場
が必要である

受講者の気
づき（平均値）

80% 100%
こども体験活動

その他成果
（品）及びそ
の活用等

横越中学校の科学部
生徒によるボランティ
ア

企画委員
希望者数

－

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
こども体験活動

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3 1

有 効 性
（平均値）

4
地域団体・企業の連携に繋
がっている

効 率 性
（平均値）

4
団体や企業の参画により、最
小限の経費で実施できた

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.3
地域行事としての定着と参加
者・団体の増を目指す

80% 92%
新春俳句大会
講座（苔から学ぶ）

自主サークルの結成

3
講座（苔から学ぶ）企画委員

希望者数

80% 79%
新春俳句大会
講座（苔から学ぶ）

受講者の満
足度(平均値）

目標値 結果 コメント 目標値

－ 1
講座（苔から学ぶ）サークル

結成数
サークル
結成数

目標値 結果 コメント

５事業
乳児期家庭教育学級（ゆりかご学級代
替）、幼児期家庭教育学級、児童期家
庭教育学級（2）、子育てひろば

幼児期家庭教育学級（2）
児童期家庭教育学級（6）

全事業

全事業

3.6

4

母親の不安軽減や学びの場と
して、継続が必要である

コロナ過での開催だったが、
多くの方が参加された

最小限の経費で実施した

100%

令和２年度事業評価シート（横越地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（　１６　）

80%

地域団体・地域住民と共に学習機会やイベント等を
開催することにより、地域コミュニティづくりの推進の
機会とする。

成果

受講者の気
づき（平均値）

１．コミュニティ（４）　２．家庭教育(５）　３．青少年（１）　４．高齢者（２）　５．現代的課題（４）　６．その他（　）

４事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

－ －

結果

２．家庭の教育力の向上を支援する事業

80%

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

１事業

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

＜コメント＞
定着しつつある事業については、地元企業の協力拡
大を進めるとともに、児童のボランティア意識の醸成
を図ってほしい。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業の見
直しが求められているが、地域団体や企業などとも
連携しながら企画していく必要がある。
また、会員の高齢化などの課題もあり、今後事業の
あり方についての検討が必要である。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

Ｃ

４．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

高齢者を対象に、生きがいと教養を身につけるととも
に、講座で得た知識や生き方などを地域社会に役立
てる機会とする。

家庭教育の重要性・必要性を学ぶとともに、子育て
中の保護者の仲間づくりの機会と情報を提供するこ
とで子育て支援を行う。

３．青少年の生きる力を育む事業

青少年の健全育成を図るとともに、体験活動を通じ
て異学年の交流を深める機会とする。

100%

コメント

－ －

文化祭、新春俳句大会、地下道清掃、
苔から学ぶ自然の治癒力

こども体験活動

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

＜コメント＞
例年同様の講座を開催する中で、参加者自身による
立案や準備などを行うことで、サークル化に繋げてほ
しい。

コロナ禍のなか、夏・冬休み期間に学校で体験出来
ない事の経験や、他学年・中学生など交流の機会と
する必要がある。

＜コメント＞
応募多数の人気講座になっている。新たな視点での
プログラムや、地域住民との連携にもつなげてほし
い。

昨年度はコロナ禍のため回数を減らしての開催と
なったが、感染対策を徹底しながら、これまでどおり
の開催を目指していく必要がある。

Ａ ＢＤ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

4 11

＜コメント＞
各講座は、発達段階に応じて開催される保護者に
とって重要な学びの場となっているため、感染対策を
徹底したうえで、継続開催してほしい。

Ａ Ｂ Ｃ

学びや仲間づくりの場として開催されているが、コロ
ナ禍のなか保育人数の半減や参加者同士の話し合
いが難しい状況である。現対策のなかで、有効な講
座を開催して必要がある。

8

4

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）

資料１－８



重点名 江南区運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

効 率 性
（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

受講者の気
づき（平均値）

企画委員
希望者数

4

事業

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

効 率 性
（平均値）

4 最小限の経費で実施した

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

参加者同士の世代間ギャップを埋めることや、女性
の精神的自立につながる講座を企画できるよう、企
画委員を活用していく必要がある。

必 要 性
（平均値）

4
男女共同参画を進めるため、
継続が必要である

有 効 性
（平均値）

3.7
土曜日開催により、初めての
参加者が見られた

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 98%
女性セミナー
新潟ラベンダー物語

受講者の気
づき（平均値）

80% 100%
女性セミナー
新潟ラベンダー物語

サークル
結成数

－ －

企画委員
希望者数

11
女性セミナー（5）
新潟ラベンダー物語
（6）

４事業
女性セミナー（2）、新潟ラベンダー物
語、学習室開放

目標値 結果 コメント

５．現代的課題を探り，解決を支援する事業

現代課題である地域課題や人権問題等をテーマにし
た学習機会を提供し、受講生がともに考える機会と
する。

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．その他（　　　　　　　）

成果

評点

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

＜コメント＞
女性目線の内容やニーズに合ったテーマになるよ
う、積極的に企画委員を活用してほしい。

・「苔から学ぶ自然の治癒力」では、講座終了後に受講者がサーク
ルを結成して学習活動を継続しており、必要性が高い取り組みを
実施していたことがうかがえた。
・コミ協やスポーツ振興会、自治会、育成協議会、小中学校などの
多様な団体と連携しながら、地域づくりに寄与しており、実施した
事業の有効性が認められる。
・不登校や性的マイノリティの問題は当事者の自己肯定感を充足
していく取り組みが求められているので、引き続き取り組んでほし
い。
・子どもを取り巻くＳＮＳやゲーム依存の問題は、学校だけでは解
決できないため、地域住民も含め、子どもから大人まで参加して、
意見を言い合える場を公民館でつくってはどうか。
・子どもを初めて育てるパパとママに子育ての楽しさ、子どもを授
かったことのありがたさを学んでもらいながら、子どもの成長ととも
に親の成長も見守り、育児をほめてあげるような場面がたくさんあ
ると、子育てに自信が持てるのではないか。
・公民館の事業の企画や運営に時間に余裕のある元気な高齢者
の協力が得られるよう宣伝していくといいのではないか。



重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R03
予算

（千円）

開
設

数 対象 回数 時間
実施

予定月
募集
人数

連携・共催
（特記事項）

1
コミュニティ・コーディネー
ター育成講座

地域の課題解決に対する取り組みの中心的役
割を担うコミュニティ・コーディネーターを育成
「防災」をテーマにした講座と体験型学習

210 190 1 総合 2 午後 8 30
江南区地域総務課
NPO法人プラスアーツ
曽野木・横越地区公民館

2
子ども夏まつり
in KAMEDA

亀田地区青少年育成協議会と連携し科学に関
する工作体験活動

－ － 1 少年 1 午後 8 －
亀田地区青少年育成協議会
※育成協予算
※新型コロナのため中止

3
学校連携事業
【公民館出前】

学校へ出向き、空き教室等を利用した講座 50 35 3 総合 3 午前 未定 未定 地域教育コーディネーター

4
地域連携事業
【早通小・お楽しみ会】

地域主体で学校や地域の施設を使って行う子
どもと地域住民の体験活動と世代間交流

6 6 1 総合 1 午後 未定 未定
早通小学校区コミュニティ協
議会・早通小学校
※コミ協予算

２．家庭における教育力
向上を支援する事業 5

プレママパパ講座
【安産教室連携】

妊娠中の親が安心して子育てができるようにな
るための講座

29 34 4 成人 4 午前
6・9・
12・3

16 江南区健康福祉課

乳児期の家庭教育における課題を学び合う講
座

1 成人 5 午前 6～7 20

保育 1 乳児 5 午前 6～7 10

乳児期の家庭教育における課題を学び合う講
座

1 成人 5 午前 1～2 24

保育 1 乳児 5 午前 1～2 14

8
乳児期家庭教育
【ゆりかご学級２、４期】
～特別編～

上記講座の父親参加型 30 32 2 成人 2 午前
7
2

44

9 家庭教育講演会
公民館出前講座
(学校・コミ協・保育園・企業等と連携実施)

48 54 5 成人 5
午前
午後
夜間

通年 未定
大江山コミュニティ協議会、区
内保育園、亀田東児童館

10 孫育て
祖父母向け乳幼児の家庭教育における課題を
学び合う講座

－ 26 1 成人 2 午前 8・9 20

11 カムかめねっと編集 子育て情報誌の編集 26 13 1 成人 未定 午後 通年 － 編集ボランティア（７人）

12 プチプチひろば ０歳児と保護者のための居場所 12 6 1 総合 21 午前 通年 －
毎月第２・４火曜日開催
ボランティア（４人）

３．青少年の生きる力を育
む事業 13 中・高校生向け学習室 第2・第4土曜日に学習室を開放 3 2 1 少年 23

午前
午後

通年 －

14 学習室【夏休み・春休み】 夏休み、春休み期間中の学習室を開放 2 2 2 少年
夏24
春未

午前
午後

7～8,
3

－

15 子ども体験教室
ものづくりや各種体験を通じて、コミュニケーショ
ンの大切さなどを学ぶ教室

31 22 1 少年 1 未定 7 未定 新潟大学学生

16 親子体験教室
子どもたちの豊かな情操を育むために、親とと
もに取り組める各種体験活動を提供する教室

26 23 1 総合 1 未定 9 未定

４．高齢者の学習や社会
参加を支援する事業 17 いきいきシニア

高齢者の健康と生きがいをテーマに学習の機
会を提供する講座

－ 49 1 高齢者 3 午前 12 20

５．現代的課題・社会的課
題を探り，解決を支援する
事業

18
活動協力員実施事業
現代的課題に対応する事
業

現代的課題の解決に向けた学習
※活動協力員による企画実施事業

45 24 1 成人 2 午前 11～12 15 亀田地区公民館活動協力員

19 大人の教養講座
現代的・社会的課題について図書を使って学び
あい、参加者同士の交流を図る講座

23 21 1 成人 3 午前 6 20 亀田図書館

６．その他
20 かめだ音楽祭 合唱・演奏団体の発表会 30 29 1 総合 1

午前
午後

11 － かめだ音楽祭実行委員会

21 亀田地区市民文化展 作品展示 118 117 1 総合 1
午前
午後

11 －
亀田地区市民文化展実行委
員会

22 公民館体験学習 亀田地区公民館利用サークルの体験学習 － － 1 総合 未定
午前
午後
夜間

3 未定 公民館利用団体

◎令和2年度終了事業

終了
・福寿大学
・たまてKOBU

65 － － － － － － －

1,161 1,040 35 － 96 － － 233

重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R03
予算

（千円）

開
設

数 対象 回数 時間
実施

予定月
募集
人数

連携・共催
（特記事項）

１．人づくり、地域づくりを通し
た地域コミュニティ活動の活
性化を支援する事業

1 大江山地域学習会
大江山地区の歴史を見つめ直すことで、地域の
宝を再発見し、後世への継承と地域活性化を図
る学習会

36 21 1 総合 1 午後 3 40
大江山コミュニティ協議会
大江山地域学習会

６．その他
2 文化とスポーツの祭典 作品展示、芸能発表、各種スポーツ大会 － － 1 総合 1

午前
午後

11 － 大江山コミュニティ協議会

36 21 2 － 2 － － 40

大江山公民館
〔R03.07.01現在〕

合　　　計

7
乳児期家庭教育
【ゆりかご学級４期】

203 194

合　　　計

令和３年度　公民館事業計画

亀田地区公民館
〔R03.07.01現在〕

１．人づくり、地域づくりを
通した地域コミュニティ活
動の活性化を支援する事
業

6
乳児期家庭教育
【ゆりかご学級２期】

204 161

資料２－１

：新規事業 ：中止事業



重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R03
予算

（千円）

開設
数

対象 回数 時間
実施

予定月
募集
人数

連携・共催
（特記事項）

1 そのきコミット
地域住民や地域で活動する団体との連携によ
り、身近な課題から、助け合いと思いやりのあ
る地域を目指した事業を展開する。

28 0 1 総合 3
午前
午後

2～3 20
曽野木小教育コーディネー
ター・公民館活動協力員

2 てづくり楽校
小中学校の教育コーディネーターと協議し事業
内容を決める。

0 0 1 総合 1 午前 3 -
曽野木小・東曽野木小・曽野
木中学・両川小・中学校教育
コーディネーター

２．家庭における教育力
向上を支援する事業 乳児期のこころと身体の発達について考える。 1 成人 5 午前 5～6 15

企画委員（受講生）

保育 1 乳児 5 午前 5～6 6

幼児期のこころと身体の発達について考える。 1 成人 4 午前 9 15
企画委員（受講生）

保育 1 乳幼児 4 午前 9 6

5 子育てサロンぽっかぽか 親子の居場所と情報交換 0 0 1 総合 15 午前
毎月
第2.4

月曜日
－

6 保育者交流会 保育者との情報交換 0 0 1 成人 1 午前 7 －

３．青少年の生きる力を
育む事業 子どもきもだめし大会 0 1 少年 1 夜間 7 40

公民館活動協力員・地域教育
コーディネーター

工作・レクリエーションなど（各小学校） 17 1 少年 1 午後 8 30
公民館活動協力員・地域教育
コーディネーター

夏休み子ども映写会 0 0 1 少年 3 午前 8 100
公民館活動協力員・地域教育
コーディネーター・放課後児童
クラブ指導員

8 子どもの居場所 小中高校生フリースペース 0 0 1 少年 224
午前
午後

通年 －
１０～２月休館

9 学習室開放事業 個人学習の支援 0 0 1 少年 224
午前
午後

通年 －
空き部屋を利用
１０～２月休館

４．高齢者の学習や社会
参加を支援する事業 10 高齢者いきいきセミナー 高齢者がいきいきと楽しく学べるもの 38 27 1 高齢者 3 午前 7 30

５．現代的課題を探り，解
決を支援する事業 11 そのき市民学級

現代的課題とタイムリーな話題を取り上げ学習
する

70 79 1 総合 5
午前
午後

5～9 45
そのき市民学級実行委員会

12 共生セミナー
人権講座としてひとり一人が生きやすい社会の
実現を考え解決策をさぐる

173 123 1 成人 3 午前 11～12 20

企画委員（前年度受講生・公
民館活動協力員）
会場
両川公民館、舞平清掃センター

６．その他
13

そのきミュージックフェス
ティバル

洋楽器、コーラスの発表（企画会議実施） 0 0 1 総合 1 午後 7 －
実行委員会
※新型コロナのため中止

14 曽野木地区文化祭
作品展示、チャリティバザー、音楽芸能発表会
など

0 0 1 総合 1
午前
午後

10 －
実行委員会

662 560 18 － 504 － － 327

重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R03
予算

（千円）

開
設

数 対象 回数 時間
実施

予定月
募集
人数

連携・共催
（特記事項）

５．現代的課題を探り，解
決を支援する事業 1 両川元気塾 「６０歳から始める元気」づくり 16 15 1 総合 2 午後 1～3 20

６．その他
2 両川地区文化祭 作品展示、チャリティバザーなど 0 0 1 総合 1

午前
午後

11 ー
利用団体連絡協議会

16 15 2 － 3 － － 20

合　　　計

両川公民館
〔R03.07.1現在〕

合　　　計

4 幼児期家庭教育学級 166 149

7 そのキッズ

13

令和３年度　公民館事業計画

曽野木地区公民館
〔R03.07.1現在〕

１．地域コミュニティ活動
の活性化を支援する事業

3
乳児期家庭教育学級（ゆ
りかご学級）Ⅰ期

170 169

資料２－２

：中止事業



重点化 番号 事業名 事業内容
R02
予算

（千円）

R03
予算

（千円）

開
設

数 対象 回数 時間
実施

予定月
募集
人数

連携・共催
（特記事項）

1
横越地区親善スポーツ大
会

フロアーカーリングを通じて、地域の連帯意識
の向上と親睦を図る

－ － 1 総合 1 午前 6 －
横越地区スポーツ振興会
横越コミュニティ協議会
※R3主催：スポーツ振興会

2 文化祭
横越地域で活動している市民の作品展示およ
びイベント

195 194 1 総合 1
午前
午後

10 －

3 新春俳句大会 発表会と親睦を兼ねた俳句会 22 27 1 成人 1 午前 2 20
俳句サークル　かはづの会

4 地下道清掃
横越出張所付近の地下道や街灯を地域団体
等で清掃する

－ － 1 総合 1 午前 10 －
横越小・中学校、コミ協、JA、
ライオンズクラブなど

２．家庭における教育力
向上を支援する事業 乳児期の子どもの発達や家庭教育の重要性を

学ぶ
1 成人 5 午前 9～10 10

保育 1 乳児 5 午前 9～10 6

幼児期の子どもの発達や家庭教育の重要性を
学ぶ

1 成人 4 午前 6～7 15

保育 1 乳幼児 4 午前 6～7 6

児童期の子どもの発達や親子のコミュニケー
ションの重要性・スキルを学ぶ

1 成人 4 午前 10～11 20

保育 1 乳幼児 4 午前 10～11 5

8 子育てひろば
乳幼児の親子の交流、親子遊び、絵本の読み
聞かせ

73 73 15 総合 15 午前 通年 －
月1回、特別編2回
イベント時に募集あり
※各回定員5組

３．青少年の生きる力を
育む事業 9 子ども体験活動

小学生対象の夏・冬休み時に実施する体験事
業

91 72 5 少年 5
午前
午後

8
12

85

10 子ども映写会 ＤＶＤ上映 － － 2 総合 2 午前
8
3

－

４．高齢者の学習や社会
参加を支援する事業 11 いきいきセミナー

生きがいと教養を身につけ、社会参加を支援
することを目的とする

83 108 1 高齢者 7
原則
午前

6～12 20

５．現代的課題・社会的課
題を探り、解決を支援す
る事業

男女の役割を見直し、自分らしく生きるための
考え方・スキルを学ぶ。地域の仲間づくり推進
とコミュニケーション能力を身につける

1 成人 4 午前 11～12 20

保育 1 乳幼児 4 午前 11～12 5

13 新潟ラベンダー物語
アロマを通して公民館の事業に興味を持っても
らい、今後の生活にアロマを活かしていく

－ － 1 成人 2 午前 7 15

１４ 考えよう　防災
横越地域内の災害時に危険な箇所や避難所を
確認しながら、防災意識を高める

－ － 1 成人 3 午前 8～9 30
江南区防災士

１５ 学習室開放 学習のため学習室を開放 － － 1 総合 340
午前
午後

通年 －

978 919 38 － 412 － － 257合　　　計

6 幼児期家庭教育学級

7 児童期家庭教育学級

12 女性セミナー 83

171

113 104

92 87

131

令和３年度　公民館事業計画

横越地区公民館
〔R03.07.01現在〕

１．人づくり、地域づくりを
通した地域コミュニティ活
動の活性化を支援する事
業

5
乳児期家庭教育学級
【ゆりかご学級３期】

178

資料２－３

：新規事業：新規事業 ：中止事業


